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序

 本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、第2次北

 目長田遺跡・機待遺跡の調査成果をまとめたものです。

 北目長田・権待遺跡は山形県の北部、秋田県との境界を成す鳥海山の麓となる

 遊佐町に所在します。鳥海山は、その秀麗な姿で、古くから「出羽富士」と呼ば

 れています。鳥海山に貯えられた厳冬の雪は春とともに雪解け水となり、眼下の

 広大な平野部へ注ぎ込み良質の米を作る貴重な水源となっています。

 この度、平成7年度県営ほ場整備事業(高瀬川地区)に伴い、工事に先立って

 北目長田・機待遺跡の発掘調査を実施しました。

 調査では、平安時代の掘立柱建物跡・土壙・溝状遺構などの遺構、遺物では土

 師器・須恵器・黒色土器・赤焼土器・石製品・土製品のほか、塩作りが行われた

 であろう製塩土器や近江産と推測される緑粕陶器などが出土しています。

 近年、高速自動車道やバイパス、農業基盤整備事業など国県等の事業が増加し

 ていますが、これに伴い事業区域内で発掘調査を必要とする遺跡が増加の傾向に

 あります。これらの埋蔵文化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴

 重な国民的財産といえます。この祖先から伝えられた文化財を大切に保護すると

 ともに、祖先の足跡を学び、子孫へと伝えていくことが、私たちの重要な責務と

 考えます。その意味で、本書が文化財保護活動の啓発・普及、学術研究、教育活

 動などの一助となれば幸いです。

 最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申

 し上げます。

 平成8年3月

財団法人  山形県埋蔵文化財センター

理事長木場清耕



例言

 1本書は平成7年度県営ほ場整備事業(高瀬川地区)に係る「北目長田遺跡」r機待遺跡」
 の第2次発掘調査報告書である。

 2調査は山形県教育委員会の委託を受けて、財団法人山形県埋蔵文化財センターが実施

 した。

 3調査要項は下記のとおりである。

 遺跡名北目長田遺跡(AYZKN)遺跡番号平成3年度登録(山形県1991)

所在地山形県飽海郡遊佐町大字北目字長田

 調査期間発掘調査平成7年4月1日～平成8年3月31日

 現地調査平成7年5月8日～平成7年8月11日69日間

 調査主体財団法人山形県埋蔵文化財センター

 発掘調査・資料整理担当

 調査第一課長佐々木洋治

主任調査研究員野尻侃

調査研究員佐藤善春

 遺跡名権待遺跡(AYZSM)遺跡番号平成3年度登録(山形県1991)
所在地山形県飽海郡遊佐町大字北目字儀待

 調査期間発掘調査平成7年4月1日～平成8年3月31日

 現地調査平成7年6月20日～平成7年7月19日5日間

 調査主体財団法人山形県埋蔵文化財センター

 発掘調査・資料整理担当

 調査第一課長佐々木洋治

主任調査研究員野尻侃

調査研究員佐藤善春

 4発掘調査及び本書を作成するにあたり、山形県庄内支庁経済部月光川土地改良事務所

 月光川土地改良区、遊佐町教育委員会など関係諸機関の協力を得た。

 5本書の作成・執筆は、野尻侃・佐藤善春が担当した。執筆にあたり、施粕陶器につ

 いては愛知県陶磁資料館の浅野員由主任学芸員、製塩土器については石川県中島町教育

 委員会の室田久則生涯学習課長・高田則晃生涯学習課主事・山本純也生涯学習課主事補

 に御教示いただいた。記して感謝申し上げる。編集は尾形與典が担当し、全体について

 佐々木洋治が監修した。

 6委託業務は下記の通りである。

 北目長田遺跡遺構の写真測量・実測㈱日本テクニカルセンター

 資料の理化学分析(土器胎土分析)パリノ・サーヴェイ株式会社

 7出土遺物・調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管し

 ている。
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凡例

 1本書で使用した遺構・遺物の分類記号は次の通りである。

 SB…建物跡SK…土堤SD…溝跡・溝状遺構EP…柱穴・ピット

 EB…柱跡SX…性格不明遺構R…遺物RP…登録土器・土製品

 RM…登録金属製品RQ…登録石製品S…石

 2遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書の番号として踏襲した。また、

 遺構番号のあとに「T」とあるものは、排水路設置地区から検出された遺構で、面調査

 区検出遺構と区別するために付したものである。

 3報告書執筆基準は下記の通りである。

 (1)遺跡概要図・遺構配置図・遺構実測図中の方位は真北を示している。

 (2)グリッドの南北軸は、平成6年度実施した本遺跡第一次調査で設定したグリッドを

 踏襲した。グリッドは、ほ場整備計画線の農道センターラインを東西軸線とした。

 (3)遺構実測図は、1/40～1/200他の縮図で採録し、各々スケールを付した。

 (4〉遺物実測図・拓影図は、原則的に1/4を基準として採録し、各々スケールを付し

 た。また、大型の土器については1/6とし、付記している。なお、実測図中のスクリ

 ーントーン(網点)は黒色処理を、黒ベタは須恵器を表している。

 (5)遺物観察表中の計測値欄は現存値を示す。出土地点欄の層位では、「F」は遺構覆土

 内出土、「Y」は遺構底面出土を各示し、ローマ数字「1～IV」等は遺構を覆う土層(基

 本層序)を表している。

 (6)遺物図版については、1/3を基準とするが、一部に任意のものがある。

 (7)遺物番号は、遺物実測図・遺物観察表・遺物図版ともに共通したものである。遺構

 挿図中に図示している遺物も同様である。
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一

 1調査の経緯

1

 1調査に至る経過

 遊佐町北西部に位置する富岡から北目・山崎集落などの高瀬地区一帯には、庄内高瀬川

 や月光川の流れに沿って数多くの平安時代を主とする遺跡が点在している。これらの遺跡

 の立地基盤は、上記河川が形成した微高地(自然堤防)と理解できる。当時の集落は、今

 日まで辛うじて地中にその痕跡を止めてきたが、県営ほ場整備事業等の大規模な開発の波

 を受けるようになった。そこで、県教育委員会では、昭和54年度から遺跡詳細分布調査を

 継続的に実施し、遺物の分布や遺存状況、範囲等が明らかになってきた。北目長田・楡待

 の両遺跡は、平成2年度のA調査(現地確認調査・表面踏査)によって遺物の分布が確認

 され、遺跡台帳に新規登録された遺跡である。その後、平成3年度と平成4年度に行われ

 たB調査(試掘調査)によって、北目長田遺跡は東西560m・南北210m、概待遺跡は東西

 460m・南北28(lmの範囲に広がる平安時代の集落跡であることが確認された。

 平成6年度、県営ほ場整備事業(高瀬川地区)が、この2つの遺跡範囲に係ることにな

 り、現状保存を前提とした事前の調整が行われた。しかし、止むを得ず削平されると判断

 された部分(北目長田遺跡3,300nf、権待遺跡1,000㎡)については、山形県埋蔵文化財セ

 ンターが主体となって、平成6年度に緊急発掘調査を実施している。(『山形県埋蔵文化財

 センター調査報告書』第24集)。平成7年度にも、引き続き同事業との関連で止むを得ず削

 平されると判断された北目長田遺跡域の7,9201/f及び楡待遺跡域の1,5001/fについて、第2

 次緊急発掘調査を実施する運びとなったのである。

 2調査の方法と経過

 平成7年4月20日、月光川土地改良事務所管内に係わる遺跡発掘調査の打ち合せ会を開

 催して最終協議を行い、同年5月8日より現地調査を開始した。北目長田遺跡の面的削平

 計画区域の表土除去作業から開始し、面整理作業を継続しながら、前年度実施した本遺跡

 のグリッド基準線を基本に調査区を設定した。北目長田遺跡の排水路計画部分、権待遺跡

 の排水路計画部分という順序で調査の範囲を広げ、調査区から始まるトレンチを5m単位

 で区切り、遺構・遺物の登録を行った。以下に、その実施状況を列記しておく。

 平成7年5月8日、調査事務所を設置。5月10日、北目長田遺跡調査区の削平計画区域

 面的部分の表土除去作業に入る。以後、遺構検出に向けての面整理を継続。多量の遺物と

 土墳・溝状遺構等の遺構を確認する。6月13日からは排水路計画部分(lT～7T、14T

 ～15T)の表土除去を行い、遺構・遺物の密集域が明らかになる。6月29日より、検出し

 た遺構の精査・記録作業を開始。雨天が続き排水作業に追われることもあったが、8月11

 日に予定どおりすべての調査を終了した。権待遺跡調査区(8T～13T)については、6

 月20日より表土除去作業に入ったが、遺構・遺物は希薄で、7月19日で調査を終了した。

 なお、調査期間中(8月4日)に、調査成果を公表するための調査説明会を開催したとこ

 ろ、雨天にもかかわらず約90名の参加が得られたことを付記しておく。
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 1調査の経緯

 II遺跡の立地と環境

 II遺跡の立地と環境

 1地理的環境

 北目長田遺跡と、それに隣接する楡待遺跡は、飽海郡遊佐町の中心部から北西方向に約

 3kmの国道345線沿いに位置している。庄内平野の北端にあたり、北から北東方にかけて鳥

 海山の雄姿と緩やかに連なる稜線を見渡すことができる。西方へ約3kmで日本海に達する

 が、その手前には季節風を遮る庄内砂丘が迫っている。一帯は水田で、北西方に丸子、北

 方に上山崎、南方に北目の各集落がある。遺跡の範囲は、第2図で示すように、両遺跡と

 も東西約500m・南北250m前後で、標高は、北目長田遺跡調査区付近で5.8mを測る。

 この周辺には、北目長田遺跡・権待遺跡をはじめ、庄内高瀬川に沿って並ぶ形で、平安

 時代を中心とする遺跡が数多く点在している。これらの遺跡が立地する一帯は、庄内高瀬

 川や月光川など北西に流下して日本海に注ぐ中小の河川が形成した沖積平野である。現在

 は、水田耕作他の影響からだいぶ平坦化されているが、かっては自然堤防による微高地や

 葦や茅の生い茂る後背湿地が、流路に沿ってより明確な形で存在していたものと推察され

 る。当時の人々は、比較的高燥な自然堤防上を居住空間に、低湿な後背湿地や小河川のそ

 ばは水田にと、自然地形をうまく利用しながら低地での居住域を拡大していったと捉える

 ことができるだろう。また、平成6年度に発掘調査を実施した大坪遺跡や上高田遺跡で検

 出された幅15～20mの河川跡は、長い年月にわたって繰り返された河川の氾濫によって、

 流路や地形が変化してきたことを物語っている。

 2歴史的環境

 遊佐町管内では、これまでに170箇所以上の遺跡が確認されており、県内でも有数の遺跡

 密集地である。この中で、北目長田・儀待遺跡を含めた平安時代を主とする集落跡につい

 ては、20を越える遺跡が発掘調査されている。高瀬川沿いに限っても、北目長田・楡待遺

 跡の他に筋田遺跡、野瀬遺跡、中田浦遺跡、上高田遺跡、木戸下遺跡、宮ノ下遺跡、石田

 遺跡、宅田遺跡、大坪遺跡等が連続して分布しており、注目に値する(第1図)。

 これまでの調査の結果、これらの遺跡のほとんどは9世紀から10世紀にかけて継続して

 いることが確認されている。これは、酒田市や八幡町等も含めた飽海郡域の遺跡に共通す

 る在り方である。つまり、9世紀に入って、この地域の様相が一変したことになる。これ

 は、当時の律令政府が推し進めた古代東北の開拓と係わっていると推定される。712年の「出

 羽国」建国以降、国府や城柵の設置・移転によって、この地域に対する政府の支配が拡大

 または縮小していく。これらの集落はその過程の中で存在したのである。特に、本遺跡よ

 り南方約8kmに位置する「城輪棚跡」は、出羽国井口の国府に比定され、周辺集落と密接

 な関係を保っていたと考えられる。遊佐町の遺跡のなかでも、緑粕・灰釉陶器と地鎮のた

 めの特殊埋設遺構を検出した下長橋遺跡、板材列を伴う掘立柱建物跡の小深田遺跡、灰釉

 陶器・墨書土器のまとまりと京への貢進を示す木簡出土の大坪遺跡等、官衙関連の性格を

 推定できる内容を持っている。
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 II遺跡の立地と環境

 第2図遺跡概要図(S=t二5,000)

北目長田遺跡

 HI北目長田遺跡

 1調査の概要

 今回の調査は、北目長田遺跡域の南西部分4,700㎡と排水路計画部分3,220㎡を調査対象

 区として実施したものある。平成6年度は遺跡域の北東部分を調査しており、今年度は第

 2次調査となる(第4図)。調査区の設定から始めて、表土の除去、面整理・面精査、遺構

 検出他一連の手順で進めたが、以下に、各作業の工程と経過を略記しておく。

 平成7年5月8日、発掘器材の搬入と現場事務所の設置を行った。翌5月9日に調査区

 (大区画)を設定し、5月!0日から5月23日まで8日間にわたり、重機を導入して面的部

 分の表土除去作業を実施した。5月24日には、調査区内に5m四方の小区画を設定した。そ

 の後遺構検出に向けての面整理及び面精査を継続し、6月28日で大方の遺構の検出を終了

 した。排水路計画部分については、6月13日から6月2(〕日まで5日間で重機による表土除

 去作業を行い、面的部分と並行して面整理・面精査を行った。検出した遺構については、

 遺構配置図(1:50)を作成し、6月29日からは遺構の登録と精査を開始した。遺跡の性格や

 内容を示すと考える遺構については、平面図・断面図(1:10,1:20)の作成及び写真撮影を

 行った。また、出土した遺物についても、遺構の時期を示すものについては登録して、出

 土地点・レベル等の記録と写真撮影を行っている。調査の最終段階として、8月4日に調

 査説明会、8月9日に空撮による測量を行い、8月11日に調査を終了した。

 2遺跡の層序

 第3図は、調査区西側(A-!～4グリッド付近)の土層断面を示している。1～II層

 は第1次調査の1層に相当し、耕作土及び水田基盤層である。III層は、第1次調査のII層

 に相当し、黒褐色粘質土で炭化物粒子を含んでいる。第1次調査同様、III層目からは多量

 の遺物の包含が認められた。遺構検出面はIV層の上面で、断面では遺構覆土FがIV層に入

 り込む形になっている。地表面から遺構検出面までの深さは40～50Cmである。
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 3遺構と遺物の分布

 検出遺構の配置状況は・第5図に示した通りである。建物跡は、掘立柱建物跡が調査区
 で1棟(SBl:第6図)、3トレンチで1棟(SB2:第7図)検出された。最も多く検

 出されたのは、調査区西側を中心に広がっている396条の溝状の遺構群で、第1次調査区(第

 5図右下)と類似した配置状況を示している。大部分の溝跡は、ほぼ南北方向に配置され、

 方向や規模の違いから3時期の変遷が認められた。第1次調査区では、建物跡から溝跡群

 への変遷も確認されたが、本調査区では認められなかった。これらの溝跡の中には、SD

 336(第13図)やSD387(第14図)のように須恵器甕他の遺物がまとまって出土した溝跡

 もある。次いで、溝跡群に隣接または重複する位置に土壙が多数検出され、登録数は184基

 に上った。平面形態が長軸2m前後の楕円形や隅丸方形を呈し、深さ2〔)～30cm程度の規模を

 有する土壙が中心である。土堀内には、赤焼土器圷や小型甕を主とした土器類を含んでい

 る場合が多い。

 遺物は、遺物包含層(111層)からコンテナ75箱分、遺構内から40箱分出土した。遺構内

 遺物の75%以上は赤焼土器で、須恵器は15%程度である。器種別では、須恵器・赤焼土器

 とも圷が80%以上を占める。また、製塩土器がまとまって出土しており、破片集計で759点

 を数える。遺跡北西端部の4トレンチSK67Tからは129点の製塩土器片が一括出土してい

 る。このような出土状況は、第1次調査区でもみられ、本遺跡の特徴のひとつといえる。

 他に、SK399土壙からは、緑粕陶器皿も出土している。

 4検出遺構

 今回の調査で検出された遺構は、掘立柱建物跡2棟、土壙184基、溝状遺構396条、ピッ

 ト約1,0(〕0基、性格不明遺構6基などで、登録した遺構の総数は1,600を越える。そのうち

 約1,500は、削平計画区域に係る調査区で検出された遺構である。トレンチでは、主な遺構

 のみの登録となったが、SB2建物跡を検出した3T-1～4(第7図)と製塩土器出土

 のSK67Tを含む4T6-7(第11図)他、調査区西方2T-14付近、3T-23～26、

 3T-42～47、遺跡北端部5T-2～6で遺構の密集域が確認された。

 1)掘立柱建物跡

 SB1建物跡(第6図)D～F-14～17グリッドに位置し、梁行三間以上・桁行七間の

 東西棟である。柱間は、梁行で10尺、桁行で6尺等問と捉えられ、113、4nf(35坪)以上の

 規模を有する。EB33とEB55を結ぶ線上には問仕切りがあったものと考えられる。掘り

 方は径40～60cm、検出面からの深さ15～20cmを各測る。遺物は、EB58の底面より出土し

 た赤焼土器圷(171)他、SBlの柱穴全体で50点余りの土器片が出土した。ほとんどは赤

 焼土器片である。建物の主軸方位は、N-62。一Wである。

 SB2建物跡(第7図)3トレンチの3T-1～4グリッドに位置する。国道345号を挾

 んで北方向が第一次調査区となる(第4図参照)。梁行三問以上・桁行四問以上の南北棟

 で、南側に廟をもつことが確認されたが、北半が調査区外に係るため全形は明らかでない。

 柱間は、梁行・桁行とも9尺等間を測る。掘り方はト径約60～80Cmの隅丸方形を呈し、柱
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 穴の中には柱根を立てたと考えられるアタリが径20～30cmに確認できる。検出面からの深

 さは40～50cmを測る。柱間を含めて全体に規模の大きい建物と考えられる。1〔)5点を数える

 遺物の大半は赤焼土器片であるが、EB37丁出土の赤焼土器圷(128)は、建物跡の時期決

 定に係わる資料となる。建物の主軸方向は、N-12㌧Wである。

 2)土壙

 検出された184基の土墳のうち、まとまった遺物を出土した土壙の多くは、溝状遺構の密

 集域(F～Kグリッド)に分布している。また、主な土壙については、その形態や規模等

 の特徴(表1参照)から次のように類型化できる。

 A類:平面形態が円形または隅丸方形を呈し、長軸1～1.5mの規模を有する土壙。SK

 49・180・293等、調査区東側A～Dグリッドの土壙に該当するものが多い。

 B類:平面形態が隅丸方形で、長軸が1.6～1.9mの規模を有し、まとまった遺物が出土し

 た土壙。SK337・340・370等の溝状遺構密集域(F～Kグリッド)に分布する土

 壙及びSK44T・67Tのトレンチで検出された2つの土壙が該当する。

 C類:形態は一様ではないが、長軸が2～2.5m内外の比較的大型の土壌。溝状遺構群の

 南側に位置するSK314・321・455や4トレンチのSK75丁等が該当する。

 D類二長軸が5m内外を測る長楕円形の大型土堤。SK350・399の2例が該当する。

 以下、代表的な土墳について挿図に従って概述する。

 SK399(第8図)1～」一5グリッドに位置し、SK380とSK401を切る重複関係を持

 つ。平面は長楕円形で、長軸4.5m・短軸1.5m、深さ20Cmの規模を有する大型の土壙であ

 る。覆土は3層からなり、F1層は炭化物ブロックを多量に含む。F1層と土壌底面より

 近江産と推測される緑粕陶器が2点(201、202、巻頭図版上)出土しており、注目に値す

 る。他に、赤焼土器圷・甕、須恵器圷・蓋、黒色土器圷、製塩土器、砥石と多様の遺物が

 出土している土墳である。

 SK340(第8図)」一5グリッド、SK399の西方3mに位置する。SD700に近接し、

 SD698を切る。平面は隅丸方形で、長軸L6m・短軸L5m、深さ24cmの規模を有するB類

 の土壌である。覆土は4層からなり、Fl・F2層は炭化物粒子を多量に含む。F3層は

 焼土粒・灰で構成され、F4層にも焼土粒・灰ブロックが混入する。出土した遺物には、

 黒色土器圷(12)、赤焼土器圷(104、122、136)があるが、いずれもFl・F2層からの出

 土である。赤焼土器圷(136)には内外面に漆が付着しており、掻出痕が認められた。

 SK400(第8図)K～5グリッド、SK340の南西2.5mに位置する。SD561とSD562

 を切る重複関係を持つ。平面は円形で、長軸2.51m・短軸1.92m、深さ25cmを測り、C類に

 属する。覆土は、黒褐色粘質土の1層で、糸切り須恵器圷(58)、赤焼土器圷(103、117、

 147)が出土している。

 SK337(第9図)1-3グリッドに位置し、SD700に接する。平面は、隅丸方形で長

 軸1.6m・短軸1.24m、深さ20cmを測り、B類に属する。覆土は、炭化物粒子を含む2層か

 らなるが、遺物はFl層の上面から集中的に出土した。赤焼土器圷(112、114、119、154、
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 155、156、168等)を一括廃棄した状況が窺える。

 SK321(第9図)J-6～7グリッドに位置し、EP751、EP753、EP810等と重複

 関係を持つ。平面は楕円形で、長軸2.5m・短軸1.6m、深さ36cmを測り、比較的大型のC類

 に属する。覆土は、火山灰ブロックを含むF1層、黒色炭化灰のF4層他、5層からなる。

 遺物は、F1層から黒色土器圷(24)、F2層から赤焼土器圷(150、151)、F3層から赤

 焼土器甕(181)、F4層から赤焼土器圷(152、153)が出土した。出土総数は、破片集計

 で229点に上る。赤焼土器が主体で、圷170点、甕93点を数える。

 SK455(第9図)1-8グリッドに位置し、SK454を切り、SD457とSD453に切ら

 れる重複関係を持つ。平面は楕円形で、長軸2.1m・短軸0.63m、深さ20cmを測る。覆土は

 5層からなり、F4層は黒色炭化灰である。類型ではC類に属するが、出土遺物にヘラ切

 り須恵器圷が4点(50、51、55、69)あることが注目される。赤焼土器圷が主体の他の土

 壙とは、明らかに異なる様相を呈している。

 SK370(第9図)G-5グリッドに位置し、溝状遺構群の中でSD1461とSD1485を切

 り、SD989に切られる重複関係を持つ。平面は隅丸方形で、長軸L6m・短軸1.22m、深さ

 23cmを測る。覆土は5層からなり、F3層は黒色炭化灰である。墨書「し」を持つ黒色土

 器圷(11)、文字は不明だが、体部に墨痕を持つ赤焼土器圷(115〉、赤焼土器甕(185)等

 が出土している。

 SK314(第9図)」～9グリッドに位置する。平面は長方形で、長軸2.21m・短軸L23

 m、深さ27Cmを測る。西側は撹乱を受けているが、東側の覆土は5層からなる。東側より黒

 色土器圷(18、!9)、赤焼土器圷(149)等が出土している。

 SK350(第10図)調査区北端のD-1グリッドに位置する。長軸5.13m・短軸〔).74mの

 規模を有する大型の土壙である。製塩土器片が24点出土したのをはじめ、「冨」の墨書を底

 部に持つ黒色土器高台付圷(23)、判読不明の墨書を体部に持つ赤焼土器圷(258、298、

 3〔)2)、須恵器長頸壷(89)等の遺物が出土している。検出地点、形態・規模、遺物の出土

 状況、いずれの面からみても本調査区では特異な土墳であるといえる。

 SK341(第1(〕図)B-5グリッドに位置する。平面は隅丸方形で長軸2.5m・短軸2.2

 m、深さ17cmを測り、C類に属する。覆土は3層からなり、焼土ブロックが混入したF1層

 とF3層の問に炭化灰のF2層をはさむ。土壌内での焼成痕跡と窺える。須恵器蓋(37)

 と須恵器高台付圷(74)が出土しているが、遺物の出土量は少ない。

 SK293(第10図)D-11～12グリッドに位置し、長軸L23m・短軸L14mの規模を持つ

 A類の土壙である。赤焼土器圷(137他)がまとまって出土したほか、製塩土器片が21点出

 土している。

 SK49(第10図)調査区南東部のA～B-18グリッド、SB1建物跡の東方15mに位置す

 る。長軸L51m・短軸L32m、深さ38cmの規模を有する円形の土堤で、A類に属する。覆土

 F2層より、黒色土器圷(17)と赤焼土器圷(111)が出土した。SK49の南方10mには、

 墨書文字「一」を有する黒色土器高台付圷(22)が出土したSK180がある。

 一14一



 III北目長田遺跡

 SK67T(第11図)本遺跡域の北西端部に当たる4トレンチの4T-6グリッドに位置

 する。4T-6～7グリッドは、土墳や溝跡・ピットが集中している地域である。平面は

 隅丸方形で、長軸1.9m・短軸1.74m、深さ30cmを測る。覆土は、炭化物粒子を含む2層か

 らなり、F2層上面炭化灰層中から129点の製塩土器片(21〔))が出土した。製塩土器は、

 調査区全体で759点(遺構内の破片集計による)出土しているが、一個体を構成する破片が

 一括出土したのはSK67Tだけである。出土遺物には、他に墨書文字「し」を有する赤焼

 土器圷(113)等があり、総数は907点に上る。

 SK75T(第11図)4トレ・ンチ4T-6グリッド、SK67Tの南方2mに位置する。南半

 が調査区外に係るため全形は確認されない。覆土は4層からなり、F2層から赤焼土器圷

 (134、144、145、146)がまとまって出土した。

 3)溝状遺構

 今回検出された溝状遺構群は、最も溝跡が集中するF～L-2～7グリッド(A区)を

 中心に、その南方」～K-6～8グリッド(B区)、A～E-1～4グリッド(C区)、A

 ～E-6～8グリッド(D区)の4つの区画より構成される。また、溝跡の走行方向によ

 って1～5類の類別が可能であった(表2参照)。1～3類は南北走行の溝跡である。1類

 は真北より10。前後東方に傾く方向で、2類は真北より西方に2α前後傾き、3類は真北より

 西方への傾きが10。前後の溝跡である。4～5類は東西走行の溝跡で、5類は4類よりも約

 2〔)。南に傾く。1～3類は、その切り合い関係から1→2→3の変遷があったものと推察さ

 れる。A区は1～3類の溝跡が切り合い、B区は4類、C区は2類、D区は3類の溝跡が

 中心である。以下、A区の状況について概述する。

 A区溝状遺構(第12図)東西35m、南北25m程の規模を持つ。A区には1～3類の溝跡が

 重複する形で検出され、3時期の変遷が認められた。1類は、SD996・993・600等によっ

 て構成され、長さ2～9m、幅25Cm前後を測る。2～3類の溝跡との重複によって断片的に

 検出された溝跡が多い。2類は、SD336・771・666等によって構成されるが、この類に属

 する溝跡は少なく、溝跡群として機能していたかは疑問が残る。ただし、C区の2類溝跡

 群(SD1253・1255・1256・1257他)は、ほぼ等間隔で整然と平行配置されている。3類

 は、SD691・693・695・562・700・803・408・652他、約20条の溝跡によって構成される。

 長さ10～20m前後、幅30cm程度の溝跡が主体であるが、溝跡の間隔は、西側で約3mである

 のに対して、東側では約2mと狭くなる。SD387やSK399付近を境にして東西に区画が分

 かれていたことも考えられる。

 次に、まとまった遺物を出土した特徴のある溝跡について、挿図に従って概述する。

 SD408(第13図)A区溝状遺構群のほぼ中央、H-5～6グリッドに位置する。南方を

 SK1352に切られ、さらにその先に、SD408が枝分かれした形でSD768とSD769が続

 く。長さ5.7m・幅0.5m、深さ13cmの規模を有し、1類に属する溝跡であるが、他の溝跡と

 比較するとやや幅が広い。この溝跡からは、須恵器甕(102)とともに、ヘラ切り須恵器圷

 (62)、砥石2点(231、237)が一括出土している。
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 SD387(第13図)H～1-3～4グリッドに位置し、SK386を切り、SK385に切られ

 る重複関係を持つ。長さ6.43m・幅0.72m、深さ18cmの規模を有する。方向では3類に属す

 るが、他の溝跡群とは明らかに異なる形態を呈している。出土した遺物は、須恵器甕(1(〕0)

 をはじめ、須恵器高台付圷がヘラ切り・糸切り各1点(75、76)、赤焼土器の圷(161)・小

 壷(190)・甕(197)、製塩土器片34点と多様である。

 SD336(第14図)1-1～3グリッドに位置し、SD387の6m南方にあたる。西方をS

 X338に接し、南端をSD562に切られる。長さ9.1m・幅0.34m、深さ19cm規模を有する。

 覆土は2層からなるが、1層上面から須恵器甕の破片が溝跡を埋め尽くすように大量に出

 土した。当初、一括してRP2と登録したが、後に四耳壷(91)・壼(93)・甕(95)の3

 個体分の土器片が混在していることが確認された。また、製塩土器片が43点出土している。

 SD387の出土状況とともに、この付近で製塩作業が行われた可能性を示唆しているといえ

 SD927(第14図)1～」一一3グリッドに位置する。西方をSD562に切られ。その先に

 SD336が走行している。方向は2類に属するが、長さL4m・幅0.73mと土墳に近い形態を

 呈する。外面灰被りの須恵器壷(88)がほぼ完形の状態で出土した。

 SD404(第14図)」一2グリッドに位置し、北方はSX338に接する。長さ1.74m・幅0.53

 mの小規模な溝跡であるが、漆の付着した圷(124)・甕(188、189)等、赤焼土器がまとま

 って出土している。

 SD464(第9図)」一8グリッド、SK314の北西方lmに位置する。長さ1.43m・幅0.4

 1nを測る。5類に属する唯一の溝跡である。赤焼土器の圷(125)や小壼(191)等が出土し

 ている。

 4)性格不明遺構

 今回性格不明遺構として登録したのは6基あるが、遺物の出土状況等から特徴のある遺

 構2基について概述する。

 SX338(第14図)A区溝状遺構群の北西端部に位置する。西方をSD336に接し、南端

 はSD695と接続している。自然地形の落ち込みと捉えられ、周囲から雨水等が流入し湿

 地化していたことも考えられる。深さは、最深部で約50cmを測る。出土遺物には、須恵器

 のヘラ切り高台付圷(68)・糸切り皿(83)・甕(101)、赤焼土器甕(184、198)等がある。

 出土総数は破片集計で323点を数え、製塩土器片34点を含んでいる。

 SX43T(第7図)3トレンチの3T-4グリッドに位置する。東方にSB2建物跡が、

 北西方には製塩土器(211)出土のSK44Tが近接する。長軸4m・短軸3.6mの規模を有

 し、大型の土壌あるいは竪穴住居跡とも捉えられる検出状況であった。出土した遺物は、

 破片集計で420点に上り、赤焼土器圷(105、106、163、164他)・甕が中心である。製塩土

 器片も25点を数えた。赤焼土器圷の中に、灯明皿に転用されたものが1点(164)確認され

 た。他に刀子も2点(228、229)出土している。
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 北目長田遺跡遺構観察表(1)土壙

 III北目長田遺跡         .登録番号ゲリッドiF面形態規模(m)出土遺物挿図番'号

        長軸短軸深さ

        SK49A～B-18円形1.51i.32(1.3δ17,111第111図
        SK181)A～B-20隅丸方形1,lll1.14O-一1622

        SK291■1D11、12隅丸方形1.21-t1.140.19137第1〔〕図
        SK295B■10円形1,1〕り1.22o.2010

        SK297A～B9～/0下整備円形2.21-11.81⇔.241.綜
        sK298B～C-9不整楕円形(2-1一賜(o.ド川o.251S6,303

        SKl川〕B-C-9円形1.口i1.囲⇔.コ!

        SK:川C9～10楕円形o.s2(1.64o.111臼7.15s,159

        SK3(1.1D-9～IO円形1.621.40ll'2913S,179

        SK3〔〕5B～C-8～9隅丸方形1,4(11.一101].1911δ
        SK307C-6隅丸方形1.34o.60o'20
        SK311H～1-9円形1.501.431).21
        SK31318～9隅丸方形1.8〔〕1-60⇔.15ユ60

        SK314.丁9長方形2.2ユ1'230.27ls.19『1-19第9図

        SK3151-8円形1.541.54o.281

        SK316.丁一7-8隅丸方形1.101.日0o.24
        SK319L■(3楕円形1.5{)1'10〔).2647

        SKl・121J-6～7楕円形2、5(11.60o.1■1624,150,151,152,/53,1s1第9図

        SK322J-7不整楕円形2.581.600.29

        SK33(}F6円形1.741.71o.212,3.4
        SK3371-3隅丸ブJ形王.601.240.20112,114,119,154,155,156,168ノ沖F'「

        SK340、1-5隅瓦方形1.601.50o.2412,104,122,136第SI}II

        SK3-HB-5隅一丸方形2.502.20(].1737.74第m図
        SK349D-2円形1.一181.320.18157
        SK350D・1長・楕円形5.13o.74〔),1723、25,89,25δ,298,3〔12一
        SK364E-4構円形3.822.210.45」6,193

        SK371)G-5隅丸方形1.6(〕/.220.23H,115,116,185第9図
        SK374(3～H-5楕円形3.30o.72o.14175,177

        SK3781-5円形1.311.lo0.21194
        SK3831一一1楕円形1.20(〕.80(1.1965

        SK3851-1-3円形1.031'〔1(〕0.19120

        SIく390G～H-1楕円形2.541.500.32135

        SK391J-4楕円形1.941.32o.2349

        SK3991、.1-5長楕円形4.501.51)(1.2016,1〔〕8,182,202、240第8図

        SK-1〔)llK-5円形2.511.920.2558,103,117,147第δ図

        SK401」一6楕円形1.241.221.〕-13270

        SK4551-8楕円形2.11)0.63o.2050、51,55、69,187第9図
        SK999H-4長楕円形1.180.430.1382

        SK1486H～G一.1長楕円形2.86o.!)40.221〔)9,11(1,296
        SK4.1T3T-4隅丸方形1.601.500.19211第7図

        SK67T4T■6隅丸方形1.901.741)-ljo66,U3,133,210第11図

        SK75T4T-6不整方形2.10(0.70)u.3313,134,144,145,146第11図

        SK99T4T-6楕円形1.521.080.47第11図



 m北目長田遺跡

         =』H↓X,旭」人旦ヤナ

         分煩登録番号グリッド方向規模(m〉出土遺物挿図番号
         長軸幅深さ

         A-1SD404」一2N-10㌧E1.740辱53〔).15124,188,189第14図
         SDgag～9811-J-3N-11-E5.500.200.05

         SD696K-4N-2-E4.730.120.09
         SD1328G-3N-13-E2.9卜)0.23〔1.12第12図
         SD996G～H一:3～4N-12-E6.5〔〕0.31〔).1(1第12図
         SD1363G-4N-7“一E2.30〔).23o.(〕7
         SD993G～H-4～5N-6-E8.731).24o,(18第12図
         SD7681-6N-5『一E1.440.301).1857第13図
         SD1354G-4N-14-E0.920.320.14

         SD1395E～F-4～5N-15-E4、51)o.210.1)5

         SD1393E～F-4～5N-10一一E7.50(〕.240.08

         SD]389E-5N-5-E1.820.2(〕(}.〔〕9

         SD763H-6N-12-E4.8(〕0.3、il0.19

         SD609～641F～G-6N{8-E3.80o.2(〕0.05

         SD607～629F～(3-6～7N-11-E9.10(}.300.11)

         SD6〔〕0F～G-7～8N-5-E8.340.400'1〕6

         A-2SD3361-1～3N-25-W9.1(10.340.1991,93,95,306第M図
         SD9271～J-3N-25-W1.400.730.2389第14図
         SD133〔)H-3N-18-W2.230.22(1.07第12図
         SD995H-4N-1δ一W3.420.24〔).12第12図
         SD771H～1-5～6N-15“へV12.200.340.10第!3図
         SD769H～1-6～7N-28-W1.620.300.13第13図
         SD666H-6～7N-15一、V4.5〔〕0.530.11第ユ2図

         A-3SD691L-3N-7一～V5.610.210.15

         SD692K-L-3N-3-W6.400.330.18

         SD894K-2～3N-5-W6.100.420.13

         SD693J～L-2-4N-7一、V15.410.231).11
         SD879K～L-4-5N-9-W5.200.3(}0.17

         SD695」～K-3～4N-7』一、V6.94u.42o.0927第14図
         SD5621-K-2～5N-6-W19.〔〕1(1.440.28第14図
         SD7(}0H～」一2-5N-021.40o.320.18
         SD3δ7H～1-3～4N-5-W6.430.720.i875,76,1〔〕0、161,190,197第13図
         SD998H-4N-1)4.14o.400.18第12図
         SD8031-1～J-4～6N-7-W10.12o.210.11第12図
         SDl)82H～1-5N-6-W2.920.31)0.1)3第12図
         SD1357G-4～5N-3-W3.910.240.10第12図
         SDi〔18H-5～6N-3一、V5.700.500.1329,62,102,231,237第13図
         SD762G～1-5～7N-14-W11.000.300.15252第13図
         SD989F～G-4～6N-5一、V8.400.240.14第12図
         SD652G～H-5へ7N-10へV18.100.320.18第12図
         SD649F～G-5～6N-7『一～V9.830.40〔).2〔〕第12図
         SD61(〕F～G-5～6N-10へV8.7(〕o.300.13

         SD608F-6N-7-W4.21)o.220.12

         SD578E～F-6N-8-W4.4〔)0,3〔.〕0.07

         SD601F～G-6～7N-3-W6.100.220.12

         B-1SD549K～L-7N-4-E5.910-300.24

         B-3SD708J～K-6N-12-W3.51O-700,2(〕56
         B-4SD6861-7E-01.210.3(}(1.04

         SD672H～1-7E-04.500.340.06

         SD453H～1-7～8E-2-N8.Ol)0.320.3!第9図
         SD56〔)K～L-6E-10-N3.2{)(}.3!1).ユ4140,200

         B-5SD464」一8E-18「一S1.431)辱400.18125,191第9図
         C-2SD1253C～D-1N-27'一W2.100.4〔)0.08

         SD415D-1～3N-30[一W7.600.200.11

         SD1255C-1N-21一、V2.900.220.17

         SD!292～1283C-2～3N-3{γ一W4.610.20O.10

         SD1256B-1N-20-W2.610.200,(18

         SD1278～1293B～C-2～3Nつ5-W7.500.230.12

         SD1257B-!N-24㌧W2.91)0.300.(〕5

         SD1268B-2～3N-33-W4.900.240.15

         SD1271B-2～4N-33㌧W11.200.230.09

         SD1272～1277A～B-2～4N-32-W9.82(1.230.0996.97

         C-3SD410～1266B～C-1～2N-9一一W8.900.210.10162,246

         D-3SD!O31C～D-5～7N-1〔γ一W9.500.240.20
         SD1218C-6N-11-W3.7L0.300轟09

         SD439B～C-6～7N-12一一W5.520.230.11

         SD438B-C-7N-13-W5.310.230.12

 表2北目長田遺跡遺構観察表(2)溝跡『

 一24一

r

 III北目長田遺跡

 5出土遺物

 遺物の分布

 本調査で出土した遺物は整理箱にして115箱を数える。その内訳は土器が113箱、土製品

 1箱、石製品1箱で、圧倒的に土器が多い。土器の種別では、土師器・黒色土器・須恵器・

 赤焼土器・緑粕陶器・青磁・染付・中世陶器・製塩土器等である。器種別では蓋・圷・碗・

 皿・壷・甕・塙・擂鉢・バケツ型土器等である。そのほかの遺物では紡錘車・砥石・弾・

 土錘・刀子が出土している。ここでは、これら土器を中心に分類し述べる。分類の基本は

 器種を主とし、(A)蓋、(B)圷、(C)皿、(D)壷、(E)甕、(F)塙、(G)他とした。大別は1

 底部の切り離し別(技法)2形態別(法量)3形状別(形)とした。これらは各器種毎

 に分類の基準を持つものと考えるが、(B)の圷を基本とした。大別した基準を基に土器の種

 別毎に以下に記す。

 (1〉土師器(第15図1～8)

 土師器には小壷、高坏、壷、鉢、甕、甑の器種がある。小壷(1)はSK315土墳F4からの

 出土である。上半部のみで、口縁部の径が28mm、高さ14mmを計る全面にヘラケズリ調整が

 施された小型の壷型土器である。2はSD50丁溝跡から出土した高坏の脚部と考えられる。

 内面をヘラミガキ後黒色化が施されている。3は小型の鉢形土器と考えられる。SK33{吐

 墳Fl層から出土した器面に刷毛目整形や、指頭による器面成形痕が残る。胴部は緩やか

 に立ち上がり、口縁部で急激に外反する。口唇部は雑な作りであり、脚部の口唇にも観察

 される。4は用途不明の土器として図示した。断面を台形とし、一面には3本の条痕で十

 字になる。胎土は3の土器と近似していることから同一個体と考えられる。5・6は甕形

 土器である。5は口縁部がクの字状に屈曲し、器外面は頸部から胴部にかけて幅3.5cmの刷

 毛目が斜位に整形され、内面は横位の刷毛目が施されている。6は甕胴部で、内外面とも

 刷毛目による器面調整が認められる。7は小型の鉢形土器である。口唇部を短かく折り曲

 げ、内外面とも細かな刷毛目による器面調整が行われている。8は形状から甑形土器とし

 た。口唇部はくの字状に外反し、頸部から胴部に移行する部分には撫でによる整形が、外

 面には細かな刷毛目が認められる。

 (2)黒色土器(第15図9～25)

 黒色土器には甕、圷、高台付圷の器種がある。9は内面を黒色処理が施された甕形土器

 である。器上半部と底部である。上半部はSD42丁溝跡から、底部はトレンチ調査での出

 土である。底部の出土はSD42丁溝跡の上面からの出土で同一個体と考えた。器内面は轆

 轤整形後ヘラミガキ、黒色化処理が施されている。底部の切り離しは回転ヘラ切りで、高

 台を付す。10は両面とも黒色処理された土器で、細かなヘラが認められる。同部中位に緩

 やかな丸みをを持ち、目縁に至る。内面を黒色化処理された内黒圷は技法、形状等により

 いくつかの形態に分類することができる。11から20は無台の圷形土器である。底部の切り
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 離1一技法は回転糸切りで目縁径と底部径の差が大きく1〔)Ommをこえる大振りの土器である。

 19は底部から目縁にかけてやや丸みをもちながら立ち上がり、口縁内面で丸い膨らみを

 もつ。⑳は19と同様であるが、器高が高く、底部から口縁にかけて直線的に立ち上がる。

 11から18は底部の切り離しが回転糸切りとなるやや小形の圷である。内面に丁寧なヘラミ

 ガキ後、黒色化処理を施している。器形の観察で三様に分けられ、A類;底部から目縁に

 かけての立ち上がりが直線的なもの(16)、B類;丸みを持つもの(11～14・18)、C類;口唇

 部がやや外反するもの(15・17)である。口径、底径、器高の比率から凡そ2:1:1の数

 値を示す。11の底部には、「しカ」の墨書が描かれている。ひらがら状の墨書についてはやや

 無理があると言えるが筆運びから判読した。21～24は高台をもつもので、底部の切り離し

 が回転糸切りである。無台と同様に器形から三様に分け、A類;直線的なもの(24)、B類:

 丸みをもつもの(21)、C類:口唇が外反するもの(22)に分けた。器の特徴としては粘土精

 成が粗雑な22と丁寧な21・23・24がある。時期的または、製作者・集団の違い等があるの

 かは検討が必要と考える。22の土器底部には「一」の、23には「冨」の墨書がある。25は

 高台付皿である。整形と内面のヘラミガキ後による黒色化処理が丁寧である。

 (3)須恵器(第16図～19図・図版10～15)

 須恵器には蓋、皿、圷、高台付圷、双耳坏、壷、四耳壷、横瓶、甕の器種がある。各器

 種毎その形態や特徴から数類に分類することができる。

 蓋(26～37)は紐部の形状でいくつかに分けた。A類;紐部のつまみ中心が紐部高より

 高くなるもの(27・28・31)、B類;紐部のつまみ中心が紐部高と同じ高さで、水平となるも

 の(30・36)、C類;紐部のつまみ中心が紐部高より低くなり、中心が飛び出るもの(29・32・

 34)、D類;紐部のつまみ中心がくぼむもの(33・35)とに分類した。A類としたものは蓋天

 井部をヘラケズリ無調整で紐部がやや宝珠形に近い。B類は天井部がヘラケズリ後布撫で

 整形が認められ、紐部天井が水平となる30と、丸くなる36である。C類の29は器面全体に

 布撫で調整が施され、形状はやや球形となる。紐部の天井には「山」が、器面の四方にも

 同様の「山」の墨書が施されており、内面を硯として転用している。32・34は土器自体の

 還元焔焼成が不十分で、酸化焔になる部分が認められる。D類の33は内面を硯に転用して

 いる。分類から除いたが、2(3は短頸壷の蓋と考える。器面に緑灰色の自然紬が掛かる。

 圷(38～78)には無台と高台付の圷があり、底部の切り離し技法にヘラ切りと糸切りがあ

 る。ここではヘラ切りをA類(38～57)、糸切りをB類(58～67)とし、器の法量が口径と底径

 の差が小さいもの(1)と、口径と底径の差が大きいもの(2)とし、断面形の形状が底部から口

 縁にかけて直線的になるもの(a)、丸くなるもの(b)、目縁が外反するもの(c)に分けた。

 A-1-a類(39・43～45)

 圷身の器高が低く、底部からの立ち上がりが直線に近い。43・44には「上」の墨書が底部

 に描かれている。書体から同筆と観察される。

 A1-b類(40・42・46～5(〕1)

 口径と底径の差が少なく、底部からの立ち上がりが丸みを持つ。40には「十」の49には「一」

 一28
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 の墨書が、46は内面を黒色のススが付着しており、燈明に転用されたものと考える。

 A-1-c類(41・51～54)

 圷身の器高が低く、口唇部が外反するもので、底部にヘラ起こし痕を明瞭に残す。53に

 は「十」の墨書がある。

 A-2-a類(55・56)

 圷身が深く、底部から直線的に立ち上がる。55はSD455溝跡床面からの出土で、ヘラ起

 こし痕を明瞭に残している。

 A-2-b類(38)

 器高が高く、底径が口径に比して小さい。

 A-2-c類(57)

 b類と同様であるが、口唇が外反するものである。

 底部の切り離しが回転糸切りとなるものをB類とし、ヘラ切りと同様な形態で3つに分け

 た。

 B-2-a類(59・60・62)

 底径が小さく、口径はやや大きく直線的な立ち上がりを呈す。

 B-2-b類(61・63・64)

 底部からの立ち上がりが丸みを持つ。62には「濱」、63には「呪」の墨書が底部に描かれ

 ている。

 B-2-c類(58・65～67)は目縁で外反するものである。66は還元焔が不十分で赤色化とな

 り、切り離しが丁寧で明瞭な糸切り痕を残す。

 高台付圷にはヘラ切り離し後高台を付した68～75・77と、回転糸切り離し後高台を付した

 76がある。圷身の浅い68・75と深い69・70・73に区別出来る。底部から目縁まで直線的に

 立ち上がり、断面形が皿形や箱形になる。糸切りは丸みを持ちやや球形を呈す。

 圷形土器で特殊な器形を示す双耳坏が出土している。高台付圷にヘラケズリ痕が明瞭な

 耳を付し、安定した形である。底部の切り離しは糸切りで底部から目縁へ丸みを持った立

 ち上がりである。79～81は双耳坏の耳部である。全面にヘラケズリによる調整痕を残す。

 皿は4点(82～85)図示出来た。皿はすべて底部の切り離しが回転糸切りで、82・83は硯

 に転用、84には口縁に油脂が付着している。

 壺は6点出土した。小型の壷(86・87)と大型(88～93)の壷である。88は長頸壷と考える。

 91は四耳壷である。肩部4カ所に幅1.6cm、長さ3.8cmの耳が付し、耳には径6mmの穿穴が施

 されている。

 甕(94・95・99～102)は外面を条線状叩き、内面に青海波アテ痕が観察される。94・95

 は甕の口縁部で、頸部に青海波の条線が引かれている。96・97は鳥形土器である。羽根の

 条線と胸部羽の模様が施されている。平成6年度に調査が実施された堂田遺跡で出土した

 ものと同類である。98は横瓶である。閉栓部を明瞭に観察される。
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 表4北目長田遺跡遺物観察表(2)

 III北目長田遺跡

            種別器匝計測値lmm)底部切調整技法出土地ゴ,ヤい11卜録番号備考

             挿図爵弓遺物番男[1径」・一砥筐口甦盲ilげ1自-1器厚内面外面
             16須,魁L器杯ll-1872343・・、ラ岡L口『,ノ[コロクロSD129.1Y・弓起こt、.痕
             一'ウー〕}[1、一〕r)1-lo75424・・、ラ切[コツロロンロ6T一田iヘラ起こし痕・舞、「一1一」

             541:■1671認」一、巧切ロンロロニ7ロ北区lII・、弓起こし痕
             1306-i一174ヘラ切ロクロロソ1コSK455YRP4gヘラ起こし疸

             55561257t)37s、ラ明、コンロ口・。ソロSD7G8FlRP6⇔
             1757/3054374＼ラ切ロンロロンロSP768F工RI)87

             581245■1394糸切口・サロロフロSK400YRP91
             5913251375糸切ロクロロマロSK7〔〕1-IF2RP105
             ll■lll5-i1一一し■1一〕5糸切1コケロロソ「コSK川〕TFlRL)]22

             L3860426糸切ロレロEコケロSK川〕TFlRP121F日拍・「,一・■■セ1」片一1偵1

             6061626313656354糸切ロンロ口.LノロSD-iO8FlRPS6

             B652395糸切ロソロロソロ1-5Ul墨書「呪」             6一12757.15一!糸切口,ソロ口1ノロ一1T-5111

             65]3(]5{1424糸切ロンロロワロSK3δllF

             6614け584-1」糸切口・。7口1コフロSK67TF2還フL焔焼成卜十分
             12852373糸L刀ロケロロノノロH-6111RP93

             高台付圷1265847,5＼ラ切ロク[コロンロSX33δF1

             67686970711⊥一160514へろ切ロ.17ロロソロSK-155YRP49

             10s615s5へ巧切[]ヤロロー7口c-71H             G-14、ラ切口'ノロ口Lノ「コEP4、16YRP37ヘラ起こし痕

             72l167(1501、ラ切ロケロロヤロA-m1

             15890694ヘラ切ロクロロソロA5m
             737-175ユ1666416、.昌切口.ソロ口17ロSK3』且F2

             1一!39043一i'・、ラ切口t1口ロソロSDl・187F2             12258一165糸切ロクロロクロSD387F2RP83

             7677l1666505ヘラ切ロケロ指口,1口北区m

             78双耳坏12871615糸切ロケロ口、フロ1-3田RP64
             79・ヘラケズリ:3T■21田
             ヘラケスリE-4m

             ヘラケズリB-6m

             80818283皿14075317糸切ロシロロケロSK999FlRL)1田硯に転用

             13662315糸切ロンロロマロSX339F1硯に転用             s41347s246ヘラ切ロケロロクロEP699F1口唇に油脂付着

             85136δ糸切ロクロロ17ロA-7田
             18小室6ロクロ口.7口B-7田RPl

             868788646ヘラ切[コ.ンロロクロB-Um

             壷9820011ヘラ切ロクロロクロSD927FlRP65外面灰被り             長頭蓋sロγ酬司心円アテ[r-1喋操法㌧アrSK350YRP99
             899091壷1245ロクロロクロEP814F1青海波文

             四耳壷1578ロクロ情海波ア千ロー一口・謝:、コ㌃SD336FlRP2             929-17ヘラ切ロクロロ脳格子出一ソキ3T-3111底部縄目痕
             壷(付高台)/1〕38ヘラ切ロクロ・指1廊自、ロクロSD33GFIRP2

             93941)51。崖瓦9}、,ニノフロクロ北区m悩描きに.ヒる青海波文
             504lo同心円アテロクロSD336FIRP2頸部青海波文             96壷(,島形)7ノ・・ケ。イクタキSD1272F竹管による刺穴、穿孔

             978ロクロマダキSD1272F羽膜様ヘラ線弓1き
             gs横瓶94s砂口肩謡r質テロフロ・格子目殊1A-1111
             99壷12510ヘラ切ハケメケズリ北区III
             19大義11アテ格子目ダタキSD387FIRP昌0内面青海波条線状

             川11咀㌧臣覧21(う425青海波アテ格子目タタキSX338Fl
             m212青海波アテ格子口平行タシキSD、108FIRP85
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 第19図出土遺物(5)須恵器甕

 III北目長田遺跡

 (4)赤焼土器(第20～24図、図版15～22)

 今次の調査で出土した遺物の中で最も出土量が多い遺物である。全体出ニヒ量の約76パー

 セントを示し、遺跡の性格を表す。器種は供膳具の圷と煮沸具を示す甕と場である。

 圷は須恵器と同様に3形態に分けることができ、図示点数が多いことから須恵器で分類し

 た基準を基にして主な圷について記述する。

 ±不(第20～22図、図版15～19)

 B-2-a類

 (106・107・109・l13・115・118・120・124・127・132・136・143・144・147・151●152●

 155・/58・160・163)口径が118～152mm、底径が47～59mm、器高が48～52mmに計測される圷

 である。底部から口縁にかけて直線的に立ち上がる一群で、器厚は4～7mmでやや厚いもの

 もある。器面に明瞭なロクロ痕を示している。106の口縁下ではロクロによる器面調整で肉

 厚になる稜を作り出している。132の体部には墨書が、113は底径・口径・器高が1:2:1と

 なり、均整のとれた器形を呈している。底部にはひらがなの「し」状の墨書が書かれており、

 製塩土器出土のSK67丁土壌F2層から検出され、製塩土器の時期を示唆できる。器面は2

 次加熱を受け赤色化する。118はやや大振りで色調が茶褐色を呈し、重量感がある。SK301

 土壙F1からの出土である。124には器内面に漆が薄く付着し、136にも内面に付着しておし)、

 掻きだしの痕跡を残している。SK340土壙F1からの出土である。

 B-2-b類

 (103・104・110・111・116・117・119・121～123・126・128・129・142'148●15〔)●154●

 156・164・166・167・169・170)

 口径が119～158mm、底径が46～68mm、器高が39～66mmに計測される圷である。底部から目

 縁にかけて丸みを帯びながら立ち上がる一群で、器厚は4～7mmである。器面の調整でロク

 ロ痕を明瞭に残し、器形の大きな圷は碗状になる。104は底径が39mmと小さく、底部から目
 縁にかけて急激に外反し、器高が低く皿形となるものである。128は茶褐色を呈した焼成が
 良好で重量感をもつ圷である。SB2建物跡EB37丁柱穴からの出土でSB2建物跡の時
 期を示す。129の体部には「廣」墨書が大きく描かれている。164・166の内面には口唇に油
 脂が付着し、燈明に転用されたものと考える。164は器面がいびつで歪みの大きい圷であ

 Bぞ一。類

 (105・108・112・1!4・125・130・131・133～135・137～141・145・146●149●153●157●

 159・161・162・165・168)

 口径が122～159mm、底径が46～66mm、器高が39～65mmに計測される圷である。底部から口

 縁にかけて緩やかに立ち上がり、口唇で外反する一群で、器厚は3～6mmである。器面の調
 整には内外面共明瞭なロクロ痕を残し、口唇端が大きく外反するものもある。112・114・
 161焼成時の環元焔が不十分なことから赤色化する。緻密な胎土や堅牢な焼成から須恵器

 の範躊になると思われるがここでは赤焼土器とした。137には口唇内面に油脂が付着してい
 一35一





 III北目長田遺跡

 表5

 北目長田遺跡遺物観察表(3)              挿図番」弓遺物番号種別器種講貝II伽m111)底部切調整技法出十地点・登録番号備'考

             口径底径「1「1古=rrrl口J器厚内面外面             20工03赤焼土滞1'f{1215-1617糸切ロクロ口』1口SK400F]RPg(}
             lo412754395糸切ロツロロソロSK34(IF2

             1〔〕5132一19一114糸切口・,ソロロフロSX43TF1

             10613255485糸ヒ〃ロノ7口ロフロSX.13TF1

             107118一14494糸切ロクロ口.ケロSK301F1

             H〕812655・18、」糸切ロサロロフロSK:399Y

             10912348485糸切ロサロロフロSK14SGFIRP110

             11015昌(31575糸切ロケロロヤロSK148(3FlRPll〕9

             1/1]2158555糸切ロクロ口』1口SK、igF2

             1121325544一1糸切ロウロ口LノロSK337FIRP77還元焔不十分

             l1312457485兼切口.匹7口口.フロSK67TF2墨書「し」

             ll-11315139Lτ」糸切ロレロ口,フロSK337F1

             11512956526糸切口)口口。とノロSKli711F1墨書不明

             1]612S50435糸切口L'口口」'口SK37〔IF1

             117黒色土雛1:・II54587糸切口.ソロしEコーノ『コSK4011Fl

             118赤焼土器N662525糸切口上ノロロー'口SKl一塒YR1)17

             119L-1455496糸L刀巨コソ1コ口■フロSK337FlRP72

             12014050一155糸切口1口1コンロRK3δ5FIRP84

             ]211295445,㍉7許・・r刀口㍉口口?口SKl」8-IYRP1〔17

             12211951486吊切口■ノロ口LノロSK34nFlRP129

             1231224s』175糸切ロー'口口'■口SD摺sF1

             12412s56505未L刀ローノ「コロレ」「コSD.10.1FIRPIB潟ll寸看

             12512⊥551・i15子1二切・T「一「口㌧口SD■圃Fi

             ユ26587糸切[コー7口ロノロピ、う一へllT一・」1一川1璽∫1且「古・生Tr「司」
             2112712-1一り.〕一515糸切口'ノロ口L'口EPl・lt11F墨書一F明

             128工29(12546派切ログロ口LノロEBl■17TF

             1291395750一1、5糸切ロクロ口㌘口SX111TFl墨書「廣」

             13013646474糸切ロクロ口.L7口1一:・llII里言「1三1」

             13113166535糸切ロクロロク1コ4T-5111二.次焼成痕

             13212050474糸切ロクロ口リロ5T-5111墨書=不Il月

             13315955655糸切ロクロロク1コSK67TY

             B412055505糸切ロクロ口、ケロSK75TF2

             135ユ2850425糸切ロクロロクロSK391〕F1

             1361185s「'フ閣、]_5糸切ロクロロクロSK3.10FIRP123内外面1、li付着、掻出痕

             1371275{}505糸切ロクロロクロSK293FlRP-1

             1381-145⇔545糸切ロクロロクロSK3r〕4YRI)12

             139/2256505糸切ロクロロクロSD2TF

             1-io/3053495糸切ロクロロクロSD560F1

             14112658506糸切ロクロロウロ2T-1.1田墨書「大」

             14215368666糸切ロクロロクロ3T-44111

             1-1313252501糸切ロクロロクロSK10TF

             14412656526米切ロクロロタロSK75TF2

             14512254515不明ロクロロクロSK75TF2底部穿子r、

             1-1613052474糸切ロクロロクロSK75TF2

             1-1711646515糸切ロクロロクロSK400F1

             14813646505糸切ロクロロクロSK297YRP11墨漆付着

             14913954504糸切ロクロロクロ.SK314F2RP40

             1501285045L1糸切ロクロロクロSK321F2RP52
             2215113(〕50484糸切ロクロロクロSK321F2RP53

             15215259554糸切ロクロロクロSK321F4RP54

             15314856525糸切ロクロロクロSK321F4RP56

             15412554444糸切ロタロロケロSK337FlRP71

             15513355497糸切ロクロロクロSK337FIRP7.1

             15612852465栄切ロクロロクロSK337F2RP75

             15712850425糸切ロクロロクロSK349F2RP96

             15813254485糸切ロクロ[コクロSK3〔)1F1
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 III北目長田遺跡

 る。145の底部中心には径25mmの穿孔が外面から作意的に施されている。SK75丁土壙F2
 からの出土である。162には内面に薄く漆が付着している。

 甕(第23・24図、図版19～22)

 甕には大型で煮沸形態を示し、丸底(175)、長胴形(176)を呈したものと、平底、丸胴形
 を呈す(181・188・196・200)である。小型で平底のもの(171～174・182～187・189～195・

 1g7～1gg)がある。外面に煮沸によって煮こぼれたススが付着している。長胴形をした大型

 の甕は175・176の2点で、175は外面を格子目状叩き締めとなり、内面のアテ痕は平行条線

 を呈している。176は胴部外面にヘラ削りの痕跡を呈し、内外面共刷毛目調整が施されてい

 る。小型の甕は口径が15〔)mm前後、底径が70nlm前後、器高が140mm前後である。底部の切り

 離しを174は静止糸切り、他は回転糸切りとし、体部から口縁にかけて緩やかに立ち上が

 る。口縁部で「く」の字状に外反し、口唇で垂直につまみ立ち、口唇内面には煮沸による

 炭化物が付着している。

 蝸(第23図、図版19・20)

 禍は4点図示できた。体部から口縁にかけての破片である。内外面とも明瞭なロクロ整

 形され、179・180には体部外面に平行条線の叩き目を、内面に同じ条線状のアテ痕が施され

 ている。180には刷毛目痕がある。

 (5)緑粕陶器(第25図、巻頭図版上)

 3点出土している。これらは供膳形態としての皿形の器形で、素地は灰色、硬質の須恵

 器質である。201・202は底部を削り出しによる高台とし、内側縁辺部も削り出し、断面が三

 日月形となる同一個体である。器形は底部から急激に立ち上がり、口唇で大きく外反する。

 口縁部は稜をもち輪花がわずかに施している。施粕は濃緑粕を厚く手持ち掛け粕としてい

 る。201は口縁部に2次加熱を受け、施粕が溶け素地の須恵質陶土が観察される。滋賀県近

 江産系の緑粕陶器と比定され、時期は猿投窯の黒笹14号窯期に比定され(註1)、SK399

 土壙床面からの出土で土壙の時期10世紀後半が当てられる。2(〕3は包含層からの出土である

 が201と粕調が異なった緑粕陶器であることから図示した。底部部分の破片であるが粕調は

 淡緑粕刷毛塗りされ、輪高台となる。愛知県鳴海産系に比定される。

 (6)青磁・染付(第25図、図版22)

 青磁は3点出土、染付は2点が包含層から出土している。204は蓮弁文碗の口縁部である。

 体部は丸くなり、目縁でくの字状に折れまがる。蓮弁は弁先が尖らず丸くなり、幅広いヘ

 ラケズリに作っている。205は口縁下に片切彫による雷文帯を持つ碗である。釉掛けは厚く

 緑黄色を呈す。206は碗の底部である。見込み内面に草花文のスタンプが紬下に施されてい

 る。竜泉窯系青磁である。染付は草花を配した皿(207)と碗(208)である。

 (7)製塩土器(第25図、巻頭図版下、図版22)

 3個体が図化できた。210は図上復元による実測図である。バケツ形を呈し、底部から口

 一40一
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 III北目長田遺跡

 縁にかけて垂直に立ち上がり、胴部上半でやや外側へ膨らむ。全体を輪積みに作り器内面

 には箆による器面整形痕が観察され、底部外周には指頭による整形痕が残る。口唇は上面

 をヘラによってケズリ整形している。SK67丁土堤F2からの出土である。時期は土壙の形

 態や、判出土器により10世紀第1四半期に比定出来る。211・212は底部のみの資料である

 が底部外面が砂底となり輪積みが明瞭に観察される。212はEP426柱穴に敷かれたように

 検出されたもので、柱の根固めとしたものと考える。

 (8)中世陶器(第25図209、図版22)

 10条一単位の擂り目をもつ珠洲焼系の陶器である。体部上半から擂り目を描き、口縁部

 との境で体部が細くなる。口唇端部ぱやや丸みを持ち内面との境を作り出している。

 (9)土製品(第25図、図版22)

 土錘が出土している。土錘は長さ80mm以上、最大径44mmのもの(213・214)と、長さ52～73

 mm、最大径8～IOmm(215～219)及び長さ23～53mm、最大径11～22mm(22(〕～227)となる3種類

 の土錘である。調査区域全域から出土したが網の重りとして利用されたものと考える。

 (10)鉄製品(第25図228・229、図版22)

 刀子2点がSX43丁性格不明遺構の覆土から出土した。両端は欠落しているが、229は柄

 部が明瞭に判別できる。刃部は水平で断面は三角形となり、柄部は四角形となる。

 (11)石製品(第26図230～248、図版22・23)

 石製品は紡錘車(230)、砥石(231～245)、弾(246～248)である。紡錘車は調査区南西部の

 H-4グリッド3層上面で検出した。断面を四方形とし、直径46mm、厚さ21mmに中心には径7

 mmの軸孔が穿っており、糸を紡ぐものと考える。砥石は置き砥と持つものがある。233は下

 げ砥石と呼称されるもので官人が腰に下げたものと思われる。231と237はSD408溝跡から

 出土した置き砥と考える。弾は90mmと45mm前後の丸い石で、全面が磨かれている。用途不

 明である。包含層と溝跡からの出土である。

 出土遺物の中には墨書が描かれた土器がある。第27図に集成したが、描かれた土器の種

 別は須恵器、黒色土器、赤焼土器である。描かれた部位は底部や体部の外面にあり、圧倒

 的に底部が多い。判読できる文字は「千万」・「万」・「十」・「一」という数字を現すもの、

 「山」・「上」・「壬」・「中」・「力」・「口」・「高」「濱」「呪」の漢字のほか「つ」や「し」と

 いうひらがな状の文字が読める。習書または所有を示す文字と考える。

 6まとめ

 今次の調査で確認された成果は掘立柱建物跡2棟、土壙184基、溝状遺構396条、性格不

 明遺構6基のほか多数のピットが登録された。出土遺物は整理箱にして115箱を数え、遺跡

 の性格を示す情報が多様であることが示されている。遺構では梁行三間以上で桁行七間の

 大型建物跡や、一次調査で確認できた数単位にまとまる溝状遺構、これらを囲むように土
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 塙が存在し、平安時代10世紀前半を中心とした集落の一端を示していると考える。また、

 遺物では平安時代に開拓民として五道から配置された柵戸の生活が窺える。また、製塩土

 器がまとまりをもって出土したことは海岸での塩作りが行われていたことを示す。遺跡の

 所在する遊佐町には本遺跡と性格が似ている遺跡が多い。これらは平安時代出羽国にかか

 わる開拓の歴史といえる。5章では今次の調査の成果を基に、検出遺構の出土遺物からの

 組成と変遷、出土遺物の時期的考察、庄内地方での製塩土器出土遺跡をまとめ、製塩の意

 義や平安期の遺跡と記紀に記述された項目を参考に、遊佐町を含む飽海郡について考察す

 る。
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 表6  北目長田遺跡遺物観察表(4)
             種別器種計測値(r]H11)底部切調整技法出土地点・登録番号備考

             挿図■干一」三『.ロニr'フ1埋物㎡「1.百万口径底径早旦一昨ロロ「司器厚内面外面
             22159赤焼土器杯147586〔)5糸切ロクロロクロSK301Fl

             161113445484糸切ロクロロクロSK313FIRP38

             16113052545糸切ロクロロクロSD3R7FIRP81

             ユ62124(30476糸切ロクロ・ハケメロクロ・・、ケメSD411)F1漆付着

             1:■1(154525糸切ロクロロクロSX43TF1

             12652434糸切ロクロロクロSX43TF]油付着、灯明皿に転用             163164165!6612852504.5糸切ロクロロクロSD813FIRP59
             1銅5〔)514糸切ロクロロクロF-1〔川11斜寸着

             16713(158476糸切ロクロロクロ1-3111RP67

             16δ12256463糸切ロクロロクロSK337FIRP78

             12855455糸切ロクロロクロ1-3mRP69

             169170lz450424糸切ロクロ口.フロ2T-15111
             23⊥71甕7(〕5糸切ロクロロクロEB5δY加熱に、ヒる外面剥離

             172495木葉痕ロクロロ夕日SK324FIRP61

             173646糸切ロクロ口々口SK100TFlRI)11忌)

             1747(〕6静止糸ロクロ・ハケズロクロ2T-13111煤付着

             1757ロクロ・アテロクロ汐タキSK374F1

             1766ハケメ兼線状タタキ・ケズK-4mRP94煤付着

             177蝸3381{)ロ"馳アテ・ヘケ.イロクロヴ叫・ハケメSK374Fl

             1784809ロクロ・アテロクロ・タタ'キA16m

             179ハケメ条線状タタキSK304FIRP14

             1808禁獄アテ弔佃線μ溶和クロ3T-51111

             181甕221)ロクロロクロSK321F3RP58

             182144ロクロロクロSK399F1

             183152H79ロクロロクロ4T-6m

             184146671407ロクロロクロSX338F/口唇部煮沸の煤あり

             185166701366ロクロロクロSK370Fl

             24186132ロクロロクロSK298F]RP20

             1871545ロクロロクロSK455F2RP48煤付着

             18819〔〕9ロクロロクロSD4〔〕4FIRP112

             ユ891517〔)1466ロクロロクロ・ハケメSD4{)4FIRPl14煤付着

             190134ロクロロクロSD387F2

             191132ロクロロクロSD46.1YRP43

             192134721405静止糸ロクロロクロF-6111

             19312690ロクロロクロSK364F1

             ]9-113{)861476ヘラ切ロクロ1コクロSK378YRP88煤付着

             19512(}661386ケズリロクロロクロSK324FIRP61

             19621310ロクロロクロSD412F

             19715昌ロクロロ.フロSD387F2RP82

             198142721396糸切ロクロロクロSX338F1

             199140781205糸切口.7口ロクロD-3111RP36外面再加熱、内面煤付着
             2〔)02308ロクロロクロSD560Fl

             25201緑柚陶器皿1668z303SK399Y手持ち浸け粕・近江産

             202SK399FlRP89かけ袖、濃緑紬

             203646北区III鳴海産

             204青磁碗1065南区III蓮弁文

             205136北区III雷文帯

             20655北区III内底に刻文

             2072〔)8染付(青花)皿823T-4m草花文、界線、2次加熱             碗136北区mつなき草花文、界線

             209中世陶器擂鉢280南区III10条一単位の摺目

             製塩土器バケツ形305247343SK67TF2輪積み

             210211212201)SK44TFユRP118指頭痕・砂底
             コンロ形100EP426FIRP18輪積み巻き上げ・砂底
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 表7北目長田遺跡遺物観察表(5)
土製品

          遣物爵号種別器種計測値〔111m.9)出土地点・登録番号備考          挿図爵号長さ最大得軸径重さ
          25213十製品土錘s84410152B-2111指頭痕

          21.1呂24410143B-3111指頭整形

          215642(1726SK401F1

          21669281041A-7川

          2177329756H-4旧

          2185929.59443T4111

          2195221)721SD42TF1

          22(14321715B2(用[

          221502282115田

          222532182〔}南区田

          223331157南区田

          22441145G北区川

          22540.51456北区m

          2264i〕188m2T-15111

          2272.11132南区m

鉄製品
         種別器種計測値lmm)出土地点・奄録番号備■号

         挿図番・弓・追物番号長さ刃幅峯幅
         25228鉄製品刀子8262SX43TF2RMU7刃部

         229/51103SX43TFIRM116柄部

石製品
         種男「』器踵計測値出』卜地点・言録番号備考

         挿図番号遣物番号長さ(ml11)幅II11111)重さ(9)
         26230石製品紡錘車一164659H-4111

         231砥石10167364SD■m8FIRQ1祀

         23Z8554156北区m条緑痕
         233493235SD676F1「・け砥石
         234、154257D-7111

         2と155i2224北区田

         2368520.15南区田

         237lJ8156SD408FRQl〔13

         238603651北区Ill乗線痕
         239524530北区Hl条線痕
         24(110070315SK,199F4

         241655193北区田

         242555894北区m

         24379=1〕」、一1Nユ5T-5111被加熱
         244604396北区Ill

         2458253416B-7川

         246弾90soSD.且〔)F1

         247■17■1377B-/田

         248424057SD428F

墨書土器
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                挿図番号遣物爵号種別器種部位甲.一1}で'二日H下コ出上地点遣繰番号備考挿図番号遺物一番号種別器種部位里i■・場亜同イ缶出封也点・登録番号備考
                27249赤焼土器i不底部「千万」E-9田2727δ.E不体部1-2111

                250須恵器杯底、部「万」E止)707F279圷底部北区皿
                2511'1・底部「万」3T-2311128〔)圷体部「し」H-2111
                252圷底部「一」SD762F1281黒色土器圷体部「し」SD248F
                253.1不底部「山」3T-4Slll282赤焼土器圷底部「し」1-3旧
                254赤焼土器圷底部BうHl283黒色土器圷体部「つ」F-4田
                255犀底部「十」F-4111284赤焼土.器杯底部「つ」EP209F
                256圷底部1■S田2S5圷底部「つ」D-IllI
                257⊥不体部「一」SD428F2δ6圷体部E-8m
                258圷休部SK35UF1287圷底部「1〔1」3T-47m
                259i不体部「十」EB59TF288圷体部1-4111
                260須、恵器圷底部「十」1-7111289圷体部SXl.191F
                261赤焼土器圷底部「上」B-6m29し)圷底部E-4m
                262須恵器圷底部「壬」南区III291圷体部SK33.IF1
                263圷底部D-6111292須、恵器圷体部E-4111
                2641不底部「中」D-ZllI293赤焼土器圷1本部北区田
                265圷底部「q■1」F-3111294圷体部F-2111
                266、L不底部「[ll」1-4111295.ヒ不体部3T-24111

                267赤燐土器.1不底部「力」5T-5111296須恵器.杯体部SK1486F2
                268須恵群lll底部「力」北区田297赤焼土器圷体部F-4m
                269赤焼土器圷底部「力」6T-2111298圷体部SK350F1
                270黒色土器.卜不体部「力」3T-431112991不体部1-1111
                271赤燐土器圷体部「i」」G-51130n1不体部F-9111
                272黒色土器圷底部「高」3T-44m301.圷体部B-5111
                273須恵器圷体部3T-42川3(〕2圷体部SK350FRP38
                274赤燐土器圷底部SD12TF3u3圷体部SI〈298F1
                275圷底部5T-1111304圷底部3T-43m
                276圷体部SX375F1305圷体部3T-43m
                277圷底部SD676F1306圷体部SD336F
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 1調査の概要

 今回の調査は、平成6年度に続いての第2次発掘調査である。遺跡域の南端部分1、50(〕11f

 を調査対象区としており、水路設置に係わる線的な調査である。調査区の幅は2m～5m、

 長さは450mになる(第30図)。平成6年度に実施した国道345号線沿いの第1次調査区も、

 県営ほ場整備事業に伴うもので、水路設置に係わる線的な調査であった。面的な調査は実

 施されておらず、第1次・第2次調査区、及び県教育委員会で実施した立ち合い調査区(平

 成5年度)以外の部分については、現状保存が計られている。これまでの調査で検出された

 主な遺構は、立ち合い調査時に検出された溝跡SD1と井戸跡SE2のみである。広範な

 遺跡内に、建物や井戸跡等の遺構群が集中するブロックが存在することは推測できるが、

 遺跡の性格他の詳細を知るだけの資料は得られていない。以下、今回の調査の作業工程と

 経過を略記しておく。

 平成7年6月20日、北目長田遺跡の調査と並行する形で調査を開始した。まず、重機を

 導入して水路部分の表土を除去した。次に、土の状態を確認しながら遺構検出のための面

 整理を行った。8トレンチより開始し、9・10・11・13・12トレンチの順で調査を進めた

 が、遺構・遺物は極めて希薄であった。写真撮影を主とした記録作業を行って、7月19日

 に調査を終了した。



 IV橿新寺置足亦

 2検出された遺構と遺物

 概待遺跡は試掘調査や、平成5年度の排水路対象の調査で井戸跡や溝跡などの若干の遺

 構が検出されている。これらは地山層に達する深度が比較的浅い微高地の地点に限られ、

 土壌や柱穴など遺構群が集中するいくつかのブロックが存在すると推測されている。今次

 の調査は国道345号の南側に設置する排水路地区を対象に実施されたことから、遺構はピッ

 トが6基と整理箱1箱の遺物が検出されたにすぎない。これらは遺構群が集中するブロッ

 クからはずれたことによるものと考える。しかし、遺跡を覆う包含層からは第31図にある

 遺物が数点出土した。第31図1・2は須恵器の圷である。1は底部の切り離しを回転箆切

 りとし、器面にロクロ痕を明瞭に残す。底部から口縁にかけて急激に立ち上がる。2は高

 台付圷である。底部の切り離しは回転ヘラ切りとし付高台としている。3は赤焼土器の甕

 底部である。底部の切り離しを静止糸切りとし、やや底部が上がる。4は珠洲系陶器の擂

 鉢である。10条の擂り目が確認できた。時期は10世紀中頃から中世と幅の広い時期である。

 3まとめ

 排水路設置に係る長さ450m、幅2m～5mという線の調査であるため遺跡の性格や内容

 については不明である。包含層の精査からは遺跡としての立地条件となる自然堤防の微高

 地は確認されなかった。遺跡の範囲は国道より北側へ縮小されるものと考える。

 第3[図権待遺跡出土遺物

 V総括

 V総括

 轄は・平成7年度県営ほ場整備事業(高瀬川地区)に係る北目長田遺跡と櫨待遺跡の

 緊急発掘調査の成果をまとめたもので両遺跡は平成6年度にも調査(第1次)が実施さ
 れている。その成果は以下の通りである。
 北目長田遺跡では3-4グノレープにまとまる畝条の溝跡に重複する鑛と建物跡の存在

 が確認されている・遺跡の時期は出離物から9世紀前葉から中葉としてとらえ、遺構の
 組成から3段階の変遷をたどると検証してし・る(註1).これらは各鯖趾の土辮から
 動向を探り・時期を考慮にいれた遺構の変遷を嚇している.しかし、建物跡1こつし、ては
 畝状の溝跡の下面から検出されたため・建物跡としての構成が困難であった.また、畝跡
 では真北方位をとる一群砧・やや東に振れる一群を新と判断しており、重複関係から3
 ないし4時期の変遷が辿れるとしてし〕る・あとでもふれるが特異な検出例として製塩土器
 の出土がまとまりをもって焼土や木灰の炭化物と共に確認されており、標高5m内外の立
 地条件のなかで製塩活動が行われていることを示唆している.そのほかでは噸や溝跡、
 柱穴等から出土した板材や柱根の樹種鑑定、C14年代測定、火山灰分析等の理酵分析を
 実施し遺跡の年代や性格の考証を行っている。
 麟遺跡の調査は事前の立会調査(平成5年度実施)で井戸跡や溝購の遺構と共1こ須

 恵器や赤焼土器が検出している・1次調酬よ排水路設置部分という線に限った調査で、
 遺跡の範囲を確認する調査であった・その線では遺構は見られなかった力砲含層とし
 た表土下からは平安時代の土器類が検出された。試掘調査とトレンチ調査を合わせた結果
 から凍西460m・南北28・mという広範囲の広がりの中機構群の集中する箇所が4なし、
 し5カ所ほど存在するものと推測している・今次の調査も事業計画による排水路部分1こ限
 定した調査であったことから遺構は建物跡として組み合わすことカ§できなかったピット
 のみの検出である・遺跡縁辺部分であったことで明確腿跡内容を示すことが出来なかっ
 た・現国道345号より北側の地域1こ遺跡本体が存在しているものと推測できる.
 ここでは前年度の調査成果と今次の調査成果を合わせ、北目長田遺跡を主にして遺跡の

 性格や検出遺構からの時期等をまとめ、考察とする。
 北目長田遺跡はその遺跡範囲がl17・6・・㎡という東西暖く広がった遺跡で庄内高瀬川
 の右岸となる自然堤防上に存在する・調査は1次・2次合わせて面調査区では7,1。。、鯨

 となる調査区4・120nfの計11・22・nfである・遺跡範囲の約9.5%であり一割1こも満たなし、調
 査面積である・このことは舗遺跡でも云えることでもあるが遺跡の立地条件が7中積地の
 中の微高地であることや・高瀬川等の自然堤防上に存在していることがいえる.本遺跡か
 ら南東半径2・5km圏内噺在する大坪1貴跡や石田遺跡、宅田遺蹴ど、高瀬川流域の両扇こ
 所在する遺跡は同様な条件下繭る・庄肋方の最上川以北沖積平野部は最上川を主とし
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 て、東方の出羽山地や、鳥海山からの中小河川による土砂の流入によって形成されている。
 遺跡の分布もこれら比較的高い自然堤防や微高地に居住域としていることによる。そして・

 谷遺跡内には居住域として条件が整った微高地域が数カ所集合して遺跡に認定されたもの

 と考える。

 遺構内からは40箱の出土があった。遺物の総数は14,071点を数え、その75%が赤焼土器

 で須恵器は15%、土師器・黒色土器が4%、製塩土器5%で、そのほかは陶磁器・珠洲系陶

 器・刀子・土錘・砥石である。これらの遺物は遺構との性格や時期に関わりを示し、本遺

 跡や周辺の遺跡に示唆を示す。以下に遺構の性格と営まれた時期について推測を記す。

 調査で検出された遺構は掘立柱建物跡2棟、土墳184基、溝状遺構396条、性格不明遺構

 6基、そのほか建物跡に結びつかなかったピット多数が検出された。建物跡は1次調査では

 確認できなかったが、今次の調査では梁行が三問以上、桁行四間以上から七間となる大型

 の建物跡で母屋的な構造を呈している。柱の跡は径40～60Cmと大きくしっかりとした建物

 跡である。SB1建物跡は東西棟となり、柱穴内からの出土土器(171及び図化出来なかっ

 た他の柱穴より出土した圷形土器)により9世紀第4四半期に当てられる。SB2建物跡は

 南北棟で、EB37丁柱穴から出土した128の外形土器により9世紀第2四半期に比定される。

 そして、建物跡の周辺には土壙や溝跡が取り囲み、居住と生産域が存在する。土壙内出土

 遺物や溝跡出土遺物は、その組成から営まれた性格や時期が窺える。第28・29図には遺構

 内出土土器組成図を示した。また第3章5では土師器から石製品までを実測図と共に土器

 については製作技法や器形等の特徴を示し類別した。類別は時期等の年代観を現すものと

 考えるが、出土遺物は総じて9世紀中頃から10世紀中頃を主とした時期の年代が当てられ

 る。以下に土壙及び溝跡の時期を伴出土器により推測する。

 土墳は形態や規模等で4類に類別した。覆土からは供膳形態の圷や煮沸・貯蔵形態を呈

 する甕・塙が出土した。A類の土墳は円形または隅丸方形を呈し、長径が1m前後のやや

 小形の土墳である。出土した土器は、赤焼土器の圷ではいびつな器形を呈する内面黒色化

 した22、口唇が外反する赤焼土器圷の137及び直立する111である。これらの特徴から時期

 は10世紀第2四半紀に比定される。B類の土壌は隅丸方形を呈し、長軸が2m前後する中

 形の土壌である。赤焼土器の圷が多く出土し、その特徴は体部が丸みをもち、口縁で外反

 するものや、直立するものがある。時期は10世紀第1四半期に比定される。特異なものと

 しては210・211の製塩土器がこの類別した土壙から出土している。C類は長軸が2m以上

 をこえる大型の土墳で須恵器の出土が顕著である。須恵器は底径に対し口径が、1二2と

 なり、均整のとれた器形を呈している。出土量も多く、本遺跡性格の特徴を表している。

 SK321土壙の覆土1層には火山灰の粒子が堆積している。降灰以前の遺構と判断され、時

 期は9世紀第2四半紀と考える。D類の土墳は長軸が5m内外を測る長楕円形を呈した大

 型の土墳で遺物の出土量は大形にしては少ない。貯蔵形態の須恵器や赤焼土器の甕が出土

 し、炭化物ブロックなども含み遺構の機能が窺える。時期は9世紀第3四半期と考える。

 溝状遺構は調査グリッドから4ブロック(A～D区)に構成されることや、走行方向に
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 よって5類に類別した。各溝跡覆土中からは溝跡埋没の過程で土器類が廃棄または流れ込
 んでいる。出土遺物のより各区の時期を検討する。各区の溝跡は1類から5類の走行方向
 が見え、南北方向の溝跡は切り合い関係から1-2-3類の順に変遷され・東西方向の4
 5類の変遷は同時期と考える。1類はヘラ切り須恵器圷や甕が出土しており・9世紀第3
 四半期に考える。2類はSD927溝跡から出土した須恵器壷(88)により9世紀第4四半期と
 考える。3類は糸切りの赤焼土器圷や同甕により10世紀第1四半期に当てられる・3類と
 した溝跡からは製塩土器の破片が多く出土している。4・5類はいびつな器形をした糸切
 りの赤焼土器圷や小型の甕が出土しており、観察により時期は1〔)世紀第2四半期と考える。
 本遺跡の出土遺物で注目されるものとしては第1次調査でも出土しているが、製塩土器

 があげられる。遺構内出土土器破片数の6%で、第1次調査では総出土遺物数の23%の出

 土である。

 山形県海岸部に面する庄内地方平安時代の土器製塩について注目された最初は新潟県と

 の境を接する鼠ケ関遺跡(註2)である。製鉄跡と共に土器製塩跡が確認され、多数の製

 塩土器片が出土している。また、鶴岡市由良遺跡でも製塩土器片が表採され、庄内地方の

 海岸砂丘地には製塩を営む遺跡が存在する可能性があることを示唆している(註3)。その

 後県営ほ場整備事業等に伴う発掘調査で酒田市境興野遺跡(註4)、余目町千河原遺跡(註

 5)、遊佐町吹浦遺跡(註6)等の製塩土器を出土する遺跡が次々に確認され、平野部や海

 岸に対面する台地上の遺跡で製塩が営まれていたことが報告されている。しかし、これら

 の遺跡は現在の海岸から直線距離で約3～21km内陸部に位置し、製塩生産遺跡としては問

 題が残る。当時の古環境(標高5m位までが海岸に近い潟湖の存在を推定して)からは海

 水を運び、土器による煮沸の食塩採取は判断が難しい。第1次生産作業としては海岸のそ

 ばで、しかも燃料としての灌木が容易に手にいれることができる場所でないと作業が出来
せんごう

 ないのではと考える。上記の遺跡にすれば土器煎熬という工程を為したものかもしれない。
さいかんせんごう

 海水からの製塩の工程が採獣(濃縮)と煎熬(煮沸)に大きく分けられるがその行為はい

 つに始まったのかは不明である。ここでは近藤義郎の論拠(註7)に従い庄内地方の製塩

 遺跡について以下に述べる。

 現在までに製塩土器が確認されている遺跡は17箇所を数える。第23図には庄内地方の中

 で集中して出土している最上川以北の飽海郡平野部の土器を図示した。いずれも12分の1

 の縮図である。明瞭な輪積み痕を残し、内面にはヘラによる成形痕を施すものもある。海

 水による食塩採取作業から考えれば、大形の土器は海岸部での煮沸工程、小形のものは集

 落に持ち帰った濃縮塩を後の時代で云う焼塩または固形塩の製造工程用のものと考える。

 このことは本遺跡SK67丁土墳での検出が藁灰と共に検出され、二次加熱が認められたこ

 とによる。境興野遺跡や、千河原遺跡では出土しなかったが、本遺跡や吹浦遺跡では大形

 と小形が出土している。また、大形土器の目縁や底部の内面に剥離が認められることや、

 検出時に小さく破片となって出土することから、長時間の連続加熱が土器に影響を与えた

 ものと考える。推論とはなるが製塩を行う集団の存在が窺える。8世紀前半頃に出羽移民

 一56一

v

 V総括

 として北関東や東海・北陸・東山道等の民が柵戸として配置され、田地開拓と共に生活上

 必要であった塩分の摂取が不可欠となり開拓作業と同時に海岸での煮沸製塩作業が行われ

 たと考える。開拓と製塩という作業が年間の生活サイクルの中でどの様に営まれたのかが

 課題として残る。柵戸として移民した人ぐが、在地の蝦夷といわれる人々と融和しながら

 移民時に自分達が持ってきた製塩技術と、在地の人たちの製塩技術が取り組まれ、庄内地

 方での製塩が確立したものと考える。

 註1阿部明彦・佐藤善春「北目長田・儀待遺跡発掘調査報告書」

 山形県埋蔵文化センター調査報告書第24集1995

 註2加藤孝「古代鼠ケ関北調査報告考古学上の考察」庄内考古学91969

 註3川崎利夫「日本土器製塩研究6山形県」近藤義郎編青木書店1994

 註4川崎利夫・安部実「境興野遺跡」山形県埋蔵文化財調査報告書第46集1981

 註5野尻侃・佐藤庄一「千河原遺跡」山形県埋蔵文化財調査報告書第80集1984

 註6渋谷孝雄「吹浦遺跡第1次」山形県埋蔵文化財調査報告書第82集1984

 註7近藤義郎「土器製塩の研究」青木書店1984

 「土器製塩の話」考古学研究103～107考古学研究会1979～1980

 そのほか、石川県鹿島郡中島町教育委員会生涯学習課の室田久則課長・高田則晃主事・

 山本純也主事補・下村好美埋蔵文化財整理員には能登半島での製塩土器出土遺跡や、出土

 遺構等、詳細な指導を受けた。記して感謝申し上げる。また、参考となった遺構や、報告

 書等について教示いただいた。以下に参考文献として記す。

参考文献

 中島町数育委員会「ヤトン谷内遺跡能登における古代製塩遺跡の調査」1995

 四柳喜章「能登式製塩土器について一特に石川県穴水地方を中心に一」若木考古87

 国学院大学考古学会1968

 橋本澄夫「古代能登塩に関する一試論」論集日本原史吉川弘文館1985

 近藤義郎「日本土器製塩研究」青木書店1994

 そのほか多数の文献を教示いただいた。
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